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はしがき

国立国会図書館の「科学技術に関する調査プロジェクト」は、科学技術政策に関する国会向
け調査サービスの一層の充実を図るため、平成 22（2010）年度から調査及び立法考査局にお
いて実施しているものです。国会における議論のよりどころとなる正確かつ客観的な情報の提
供を目指し、科学技術が関係する各分野の重要な国政課題の中から毎年度選定した特定のテー
マについて、外部の学識経験者の方々と連携して調査・分析を行い、その成果を報告書にまと
めています。

令和 3（2021）年度のプロジェクトでは、「脱炭素社会の技術と諸課題」、「量子情報技術」
及び「ゲノム編集技術」の三つのテーマについて調査を実施しました。

このうち「ゲノム編集技術」については、令和 3年 9月 24日にオンラインでシンポジウム
を開催し、文献を中心とした前年度の調査「ゲノム編集の技術と影響」の成果も踏まえつつ、
ゲノム編集技術の社会実装をめぐる課題を多面的に明らかにすべく議論を深めました。本報告
書は、このシンポジウム「ゲノム編集技術―最前線で生じつつある課題と展望―」の記録集
です。

シンポジウムでは、立川雅司氏から、バイオエコノミーにおける産業のバイオ化とゲノム編
集技術の応用可能性を概観しつつ、科学の不定性（本質的に確実性がなく、分からないのが常
態であること）に起因して生じうる課題について問題提起した後、ゲノム編集技術の「社会導
入の最前線」について江面浩氏、山本一彦氏、三成寿作氏から、「横断的課題」について橋本
一憲氏から、「新たな応用領域」について藤木篤氏から報告していただきました。各報告への
中村崇裕氏によるコメントに続き、立川氏をファシリテータとして、ゲノム編集技術が社会・
経済等に与えるインパクトから生じる課題とその対策及び技術の実装における日本の強み・弱
み等につき議論するパネルディスカッションを行いました。本報告書では、7氏の報告とコメ
ント、パネルディスカッションの記録に加えて、立川氏による解説を掲載しています。

本報告書が、国会議員の皆様の調査研究や関連分野に関する国政審議に資するとともに、こ
の問題に関心を寄せる方々に広く活用されることを心から願っております。

令和 4年 2月

国立国会図書館　調査及び立法考査局長　寺倉　憲一

はしがき
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【パネリスト報告 2】 勃興するバイオエコノミーと岐路に立つ日本 

―「デジタル×バイオ」時代の到来―（山本一彦）
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パネリスト報告へのコメント（中村崇裕）
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ファシリテータ
立 川　雅司（名古屋大学大学院環境学研究科教授・国立国会図書館客員調査員）
農林水産省、茨城大学農学部准教授、同教授を経て、2017年から現職。2021年から国立国
会図書館客員調査員。博士（農学）。専門は科学社会学。日本学術会議連携会員（2017年～）。
関連著作：『ゲノム編集技術を応用した製品開発とその実用化』（共著、技術情報協会、
2021年）、『「ゲノム編集作物」を話し合う』（共著、ひつじ書房、2019年）、『遺伝子組換
え作物をめぐる「共存」：EUにおける政策と言説』（農林統計出版、2017年、日本農業経
済学会学術賞 2019受賞）

パネリスト
江面　浩（筑波大学 生命環境系教授・つくば機能植物イノベーション研究センター長）
茨城県農業総合センター、筑波大学農林学系・遺伝子実験センター・助教授・教授、同セン 
ター長、筑波大学大学院生命環境科学研究科長等を経て、2017年から現職。博士（農学）。
専門は植物分子育種学、蔬菜園芸学。東京高等裁判所専門委員・知財高等裁判所専門委員
（2004年～ 2020年）、JST-CRDS特任フェロー、日本学術会議連携会員（2016年～）等。
関連著作：「ゲノム編集食品の動向と高 GABAトマトの開発・実用化について」『野菜情
報』（農畜産業振興機構調査情報部、2020年 1月）、「植物のゲノム編集　新技術開発と社
会実装に向けた取り組み 4　トマトのゲノム編集技術による育種と社会実装に向けて　農
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作物をデザインする時代が到来」『化学と生物』（共著、日本農芸化学会、2018年 7月）、「植
物の品種改良におけるゲノム編集技術」『科学』（岩波書店、2016年 12月）

山本　一彦（神戸大学大学院科学技術イノベーション研究科教授）
住友電気工業、野村総合研究所（企業財務調査室）、創業期専門の独立系ベンチャーキャ
ピタル代表取締役等を経て、2016年から現職及び神戸大学大学院経営学研究科教授を兼
任。神戸大学先端バイオ工学研究センターバイオエコノミー研究部門長（2018年～）。専
門はアントレプレナー・ファイナンス、ストラテジック・アントレプレナーシップ、科学
技術イノベーション等。
関連著作：『ケースブック大学発ベンチャー創出のエコシステム』（共著、中央経済社、
2020年）、『MBAアントレプレナー・ファイナンス入門：詳解ベンチャー企業の価値評価』
（編著、中央経済社、2013年）

橋本　一憲（弁理士・セントクレスト国際特許事務所副所長）
1996年弁理士登録。清水国際特許事務所、東京医科歯科大学知的財産本部（兼）大学院生
命情報科学教育部・疾患生命科学研究部特任准教授、株式会社 IPバイオインターナショナ
ル代表取締役、長濱国際特許事務所顧問を経て、2009年から現職。内閣府戦略的イノベー
ション創造プログラム（SIP）バイオテクノロジーに関する国民理解等知財戦略・調査担当
（ゲノム編集関連技術、遺伝子組換え生物）（2018年～）、科学技術振興機構（JST）共創の
場形成支援プログラムバイオ DX産学共創拠点ビジョン共創アドバイザー（2021年～）等。
関連著作：「ゲノム編集特許の最近の動向」『JATAFFジャーナル』（農林水産・食品産業
技術振興協会、2021年 5月）、「ゲノム編集技術の知財と国際動向」『生物工学会誌』（日
本生物工学会、2019年）

三成　寿作（京都大学 iPS細胞研究所上廣倫理研究部門特定准教授）
大阪大学大学院医学系研究科助教、日本医療研究開発機構（AMED）等を経て、2017 年
から現職。博士（工学）。専門は研究ガバナンス、研究倫理。文部科学省科学技術・学術
審議会生命倫理安全部会委員（2018 年～）、AMED 感染症研究開発 ELSI プログラムプロ
グラム・オフィサー（2020 年～）。
関連著作：『バイオエシックス：その継承と発展』（共著、川島書店、2018 年）、「ゲノム
情報にかかる医科学研究の倫理政策と市民関与」『医療・生命と倫理・社会』（大阪大学大
学院医学系研究科・医の倫理学教室、2017 年 3 月）

藤木　篤（神戸市看護大学看護学部准教授）
久留米工業高等専門学校講師、同准教授を経て、2018年から現職。博士（学術）。専門は
応用倫理学、技術者倫理、環境倫理学。
関連著作：「根絶と脱絶滅：種の選別をめぐる倫理的問題」『西日本哲学年報』（西日本哲学会、
2018年 10月）、「環境保全と公衆衛生の相反：日本住血吸虫対策を事例に」『倫理学研究』
（関西倫理学会、2018年）、「公衆衛生と環境保全の相反を巡る環境倫理学的考察：日本住
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血吸虫病対策事業の地域別比較研究から」『旭硝子財団助成研究成果報告』（旭硝子財団、
2018年）

コメンテータ
中村　崇裕（九州大学農学研究院教授）
九州大学農学研究院特任准教授、同准教授を経て、2020年から現職。博士（理学）。専門
は植物分子生物学、RNA工学、ゲノム編集。特許庁特許出願技術動向調査「ゲノム編集
及び遺伝子治療関連技術」有識者委員（2016年～2017年）、環境省カルタヘナ法におけ
るゲノム編集技術等検討会専門委員（2018年）、科学技術振興機構（JST）未来創造事業
研究開発運営会議委員（2020年～）、同戦略的創造研究推進事業（社会技術研究開発）「ゲ
ノム倫理」研究会会員（2021年～）等。
関連著作：「日本初の新規 DNA/RNA操作技術の開発」『研究開発リーダー』（技術情報協
会、2020年 9月）、『進化するゲノム編集技術』（共著、エヌ・ティー・エス、2015年）

※  本報告書の編集作業は、国立国会図書館調査及び立法考査局文教科学技術調査室・課及び科学技術
室が担当した。
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